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融
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t
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議と

調L

路
幽
躍
に
於
け
る
金
融
制
民
自
同
盟
挫

品
二
十
二
谷

克z=一回
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露
両
亜
い
於
げ
る
金
融
制
度
の
接
選

i
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蹴

四

J、

戦
川
山
金
融
航
路
よ

h
金
融
制
度

ω出
品
』
ま
で
|
|

戦
前
の
金
融
制
皮

年
~(ー)
1D1 前

向建
三布11
ム度

で
ゐ
~) 

7こ

露
両
躍
が
先
進

ω
資
本
主
義
岡
山
本
じ
倣
一
り
て
、

そ
れ
に
先
日
ド
ハ
つ
池
上
品

:l一占、
J

目、

↑

H
F嗣
U一
nド

園
内
に
於
て
は
孤
貨

ω不
安
定
に
悩
ま
さ
れ
、

前
世
利
を
通
じ
て
雌
ん
に
行
は

つ
忙
紙
幣

ω袋
行
の
た
め
仁
、

彦

谷

口

金
本
位
制
度
を
採
川

L
た
の
は
、

一
入
九
七

数
次
山
川
戦
守
な
ら
び
に
北
(
の
粉
川
市

E

己
L
て
起

閥
際
市
場
に
於
て
は
悦
貨
幣
の
信

勿
論
静
岡
附
に
於
り
る
金
本
位
の
採
用
に
謝
し
て
も
、

従
っ
て
刈
貨
問
姻
に
闘
す
る
議
論
は
、

多
少

ω
反
射
己
非
維
が
あ
ふ
り
、

t
=
f
a
u
t
p
司
ノ
叫
刈

d
d
十
'
嗣

E
m肱
v
u
n
u

れい

τ居
た
υ

周
を
確
保
4
る
こ
己
が
出
来
な
削
っ
た
。

歩
吉
相
保
つ

τ、

併
し
そ
れ
が
二
十
世
紀
り
初
頭
に
於
げ
る
一
般
経
済
吠
態

ω進

度
も
必
す

L
も
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
官
が
、

著
し
き
成
功
を
牧
め
符
に
-
】
ご
は
、

折
陀
二
白
し
か
っ
た
通
貨
問
胞
に
閲
す
る
議
論
が
、

1
J
4
l
u
;
ー

:

;

2

之
を
知
る
守
』
己
が
山
来
る
で
あ
ら
う
。

以
来
全
く
霧
散
し
た

t
レ
ふ
副
賞
に
よ
っ
て
も
、
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A
1
・
常
時
に
於
げ
る
品
川
換
券
畿
行
に
附
す
る
川
市
枠
を
顧
み
る
仁
、
そ
れ
に
は
衣
の
如
く
規
定
吉
れ
て
居
る
。

「
免
換
努
は
、
国
立
鍬
行
に
よ
り
、
質
際
に
必
要
な
る
流
通
傾
に
よ
っ
て
限

ιれ
た
る
量
に
於
て
、
合
準
川
聞
の
下

に
緩
行
さ
る
べ
き
も
の
.
、
」
す
。
こ
れ
が
半
伽
た
る
金
り

nr最
は
、
流
通

t
る
A
M
娘
、
券
会
紛
が
六
億
留
を
超
え
5
る

限
り
は
、
北

(ω
流
通
何
相
川
午
川
相
以
下
た
る
を
得
吾
、
流
通
額
が
六
低
閣
を
起
ゆ
る
附
は
・
そ
れ
に
謝
し
て
悦
特
に

金
準
備
を
な
す
べ

L
・
・
」

是
に
向
b
て
似
れ
ば
、
凶
立
銀
行
は
三
億
悦
ま
で
無
準
例
経
行
を
な
上
得
る
の
機
能
を
即
(
へ
ら
れ

τ居
る
Q

然

る
に
-
貨
際
に
於
て
、
之
が
如
何
に
運
川
さ
れ
た
ゲ
ぜ
見
ゐ
仁
、
金
準
備
の
数
字
は
次

ω如
〈
示
さ
れ
て
居
る
山
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台設慎
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一
n
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四
年
七
月
十
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H

ι 

、内司一三

邑
v喝

九八、ユ

是
唱
い
由
れ
ば
、
岡
立
銀
行
が
法
行
法
上
に
初
め
ら
れ
た
一
一
ニ
低
留
り
無
準
備
後
行
機

47w貝
際
に
行
使

L
た
り
は
、

極
的
て
稲
な
る
例
外
に
過
ぎ
歩
、
殆
ん

X
多
く
の
場
合
に
於

τ、
法
定
率
以
上
に
製
品
品
な
準
備
を
有

L
た
咽
」
ご
を

知
る
o

一
九

O
六
年

ω初
嗣
郎
ち
日
露
戦
争
H
A
び
草
仰

ω
庇
後
に
は
、
四
低
九
千
二
百
起
の
無
準
備
俊
行
を
な
L

て
成
る
が
、
併
し
右
表
り
会
準
備
に
閲

τる
数
千
は
、
す
ぺ
て
在
外
正
貨
を
除
外

L
た
も
の
で
あ
り
、
常
時
そ
の

品主

施

協
同
組
に
於
け
る
金
融
制
度
内
飽
逝

弟
二
十
二
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事
二
十
ニ
巻

(
第
二
胡
二
さ

三一一一。

露
閥
亜

ι4即
け
る
金
融
制
度
。
漣
選

苑

無
準
備
後
行
額
は
二
低
九
千
前
向
ご

宮尾

之
を
準
備
に
繰
り
入
れ
る
時
は
、

大
戦
直
前

ω
一
九

数
量
は
二
億
二
百
誌
に
達
し
て
居
た
か
ら
、

法
定
限
度
に
淫
し
て
居
ら
ぬ
'
』
己
を
知
る
。

此

ω稀
な
る
例
外
の
場
令
に
於

τさ
へ

校
外
正
貨
を
繰
入
れ
る
時
は
一

O
七
・
岡
似
の
高

、

な
ら

率ー
を四
示年
し七
て月
居十
る六
0' )日

於
り
る
司E
怖
率
t主
)L 
i¥. 

μ 

;主
し

そ
の
金

法
律
上

ω特
椴
ま
で
も
放
一
発
し
て
遠
慮
が
も
な
政
策
を
採
り
、

hr
〈
の
如
〈
露
西
亜
の
議
券
銀
行
が
、

通
貨
制
度

、、，
rz
守
一
干
、
7
る
也
均
何
れ
の
闘
の
嫌
券
銀
行
に
も
優
る
献
で
あ
っ
て
、

準
備
を
際
世
論
じ
し
た
こ

t
u
普

H

t

t

4

1

l

th
の
特
様
正
之
に
件
ふ
英
大
な
利

か
く
の
如
〈
俊
努
銀
行
が
、

の
佐
賀
を
世
界
に
誇
示
し
て
居
ね
の
で
あ
る
が
、

純
然
た
る
岡
山
水
機
関

露
関

ω小
央
銀
「
仰
が
他
国
の
制
度
ご
異
な
っ
て
、

盆
己
を
よ
〈
犠
牲
に
供
し
得
口
所
以
は
、

此
の
事
は
一
方
に
於
て
、

銀
行
若
〈
は
岡
原
の
利
益
の
一
部

1
l国
立
銀
行

1
1で
ゐ
つ
仇
が
矯
め
で
あ
ら
う
。

露
両
亜
の
謝
外
信
用
を
改
善
す
る
に
興
っ
て
力
ゐ
h
旬
、
寸

?
車
生
守
}
止
ハ

L
仕
り
れ
H
E
も
、
併
し
他
方
仁
於
て
は
、

E
R
-
-
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大
戦
前
の
数
年
間
に
於
て
著
し
く
改
善

九
位
紀
を
通
じ
て
甚
に
し
く
低
下
し

τ居
わ
い
留
貨
締

ω岡
際
的
信
用
は

さ
い
っ
、
あ
っ
た
。
従
っ
て
露
両
亜

ω金
融
市
場
芭
附
際
市
場
芭
の
漣
結
は
盆
よ
棺
接
ご
な
bJ
、
露
西
国

ω宮川脚

を
開
後
す
る
た
め
に
最
も
緊
要
な
外
岡
資
本
は
、

国
債

Z
L
τ
の
長
期
信
用

ω形
に
於

τ
の
み
な
ら
守
、

商
業
銀

盛
に
輸
入
さ
れ
つ
、
め
つ
柱
。

行
じ
謝
す
る
短
期
融
通
の
形
式
に
於
て
、

他

ω諸
凶
芭
大
差
な

金
負
並
び
に
補
助
貨
正
し
て
の
銀
・
銅
貨
が
流
通
し
て
居
た
こ
記
も
、

品
四
換
酔
付
の
外
に
、

左
表
の
如
〈
約
二
十
四
億
に
速
す

村
山
り
る
位
甘
柿
凶
貨
の
流
通
領
令
」
見
る
仁
、

ぃ
。
今
一
九
一
四
年
一
月
一
日
l

ま
た
他
方
じ

品
。
唯
金
貨

ω流
通
額
は
、

賞
際
の
そ
れ
よ
り
も
誇
張
さ
れ
て
居
る
ご
信
す
べ
き
理
由
が
あ
り
、
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は
、
是
等
の
外
に
約
一
億
五
千
高
山
り
大
蔵
省
詑
努
も
流
通

L
τ
居
る
か
ら
、
嘗
時
の
流
通
観
は
.
大
関
仁
於
て
約

二
十
億
正
考
ふ
べ
き
で
め
ら
う
。

=
銀
行
制
度
近
世
資
本
主
義
凶
家

ω一
中
央
銀
行
は
、
そ
の
多
〈
の
も
の
が
宇
官
竿
氏
の
営
利
的
株
式
組
織

な
る
に
反

L
、
露
両
間
目
的
ぞ
れ
が
花
的
笹
利
を
縦
れ
い
た
問
問
肌
百
十
七
議
で
め
っ
た
こ
ご
は
、
仲
刊
芯
を
要
す
る
。
此
の
凶

立
銀
行
は
、
前
辿
り
如
く
H
O
L
挽
俗
俊
行
の
特
維
を
お
刑
し
、
中
央
銀
行
ご
し
て
一
剛
山
金
融
機
関
を
総
折
し
て
肘
た

附
聞
は
他
的
諸
凶
ピ
大
業
な
い
。
た
い
V

農
業
同
た
る
露
両
盟
ご
し
て
、
ま
だ
官
源

ω開
畿
を
要
す
る
露
両
政
-
込
し

て
、
長
期
信
用

ωた
め
の
祇
世
銀
行
が
、
凶
立
銀
行

ω下
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
た
こ
己
は
、
進
了
ん
常
然

で
あ
ら
う
。
抵
常
銀
行
は
、
特
別
な
長
期
債
券
を
引
受
〈
る
形
式
に
よ
っ
て
、
土
地
殊
に
出
聞
大
な
不
動
説
、
並
び

に
都
市
山
地
泌
物
を
祇
嘗
ご
し
て
貸
附
く
る
を
業

t
L、
戦
前
に
於
て
此
純
に
脱
す
る
大
規
桜
山
銀
行
は
、
同
立
銀

行
正
し
て
二
行
(
山
民
族
銀
行
及
び
農
民
銀
行
)
・
株
式
銀
行
ご
し

τ十
行
わ
ら
、
北
(
他
祥
地
方
に
は
そ
れ
ん
¥
小
規

模
の
抵
営
銀
行
が
ゐ
b
、
都
市
信
用
組
合

h
亦
、
都
市
財
を
仮
設
に
長
期
尚
品
川
に
臆

ιて
居
た
o
是
等
の
銀
行

が
如
何
に
活
動
し
て
照
た
か
は
、
次

ω数
字
に
よ
っ
て
窺
ム
こ
こ
が
川
来
る
。

協
組
せ
る
抵
市
中
開
拙
行
榔
市
住
築
r
h

E
h
s
t
R
f
却
す
る
地
劃
す
る
抵
t

古
川

H
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企
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極
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九
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五
年
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-
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容
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留

師
同
市
柿
鋭
行

嚇
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村

同

に

却

す

る

地

t
l
hー
も

J

・
よ
的
負
債
制

ロ
薗
両
留

h
M

L

、a
Z

L

L
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M

ョ，
f

1

t

-

j

-

P
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阜
、
五
ぃ
宅
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一
、
当
百

(
第
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副主

施

時
間
彊
に
於
吋
る
金
融
制
院
の
抽
出
割
増

第
二
十
二
審

(
部
ニ
蹴
一
一

λ
)

第
二
に
ほ
指
銀
訂
正
樹
立
す
る
短
期
信
用
機
関
内
首
位
を
占

U
る
も
の
は
、

株
式
組
織
の
商
業
銀
行
で
ゐ
る
。

山
晶
画
型
仁
於
り
る
此
械
の
銀
行

ω起
源
は
、
前
世
紀

ω六
七
十
年
代
に
崩
す
る
が
、

一
L

一
周

F
)
初
一
則
二
ま
、

一4
ノ

-
m刊
/
J
行

ν
0
4
u
v
a

本
山
山
数
四
六
、
支
出
及
出
張
所
入
二
二

K
逗
L
τ
居
る
。
革
命
官
時
に
至
る
ま
で
の
此
同
仰
の
銀
行

ω政
脱
は
、
次

的
数
回
干
に
よ
っ
て
か
る
こ
さ
が
出
来
る
。
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、
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一九一

O
年

H
一
H

τa 
ゴ

第
三
に
組
合
組
械
に

I
る
小
規
模

ω
相
冗
信
川
鋭
行

t
亦
・
最
近
著

L
き
後
艇
を
遂
げ
、

ニ
ね
五
千
拘
留
め
自
己
資
本
正
、
六
億
に
近
、
-3
頭
金
を
有

L
、

一
九
F

四
年
に
は
AF

の
数
一
千

一
九
一
七
年
に
は
政
金
高
十
舷
に
逗

せ
ん

ε
Lて
贈
る
。

ん

r
t
の
如
〈

L
て
川
路
面
班
の
近
世
的
金
融
制
度
は
、
前
世
紀
の
後
四
竿
期
仁
於
て
略
I
其

ω陣
容
を
整
へ
、
今

世
紀
に
入
り
て
次
第
に
畿
日
肢
を
途
げ
、
恥
肌
刷
介
腕
争
前
に
於
て
は
、
略
I
整
備
し
た
金
融
網
世
会
倒
的
に
組
織

L
て

居
た
も
の
で
あ
る
。

戦
時
の
金
融
状
態

F柑8 
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一
位
換
停
止
及
び
畿
行
椎

ω償
援
、

換
停
止
法
は
、
露
西
却
の
戦
時
金
融
上
，
最
も
重
要
秘
す
べ
き
も
の
、
一
で
め
る
。
品
九
故
停
止
山
形
式
的
理
由

は
、
戦
等
じ
よ
う

τ惹
き
辿
さ
る
べ
き
川
貨
及
び
信
用
闘
係
凶
撹
乱
の
た
め
に
、
金
準
備
の
脅
か
古
る
、
を
防
?

に
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ド
と
開
戦
賞
附
に
は
、
倒
民
的
党
換
請
求
が
殺
到
J
1
る
か
も
知
れ
凶
ピ
レ
」
危
険
が
あ
hJ
、
ま

宣
戦
布
告
の
直
後
、

一
九
一
問
年
七
月
二
十
七
日
に
公
布
せ
ら
れ
た
免

た
金
の
閥
外
逃
じ
を
古
都
寸
か
も
知
れ
心
正
レ
ふ
践
は
あ
っ
た
。

H
U
れ
い
と
も
党
換
停
止
め
質
倒
的
川
目
白
は
、
寧
ろ
戦

争
的
一
進
行
ご
共
に
、
崎
川
淵
小
川
時
間
川
百
る
べ
き
財
政
並
び
仁
金
融
政
策
に
到
す
る
一
の
伏
純
で
あ
り
、
そ
れ
に
封
す
る

一
の
漁
備
的
行
酬
で
め
っ
た
こ
ご
は
、
同
じ
法
律
山
中
に
次
的
二
つ
の
規
定
を
合
U
こ
ど
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で

ゐ
ら
う
。

A
M
換
停
止
法
に
合
ま
る
、
第
二
の
強
化
は
、
戦
時
緊
急
的
場
合
に
は
必
要
ご
す
る
柏
村
皮
土
で
・
短
期
話
料
?
を
倒

立
銀
行
仁
於
て
削
引
[
得
る
山
機
能
を
ば
、
大
蔵
省
に
列
へ
た
こ
ご
で
あ
る
o

こ
れ
が
戦
争
の
財
源
ケ
得
る
た
め

の
手
段
で
あ
っ
た
ニ
ピ
は
一
一
首
ふ
迄
も
な
〈
、
官
際
に
於
て
は
、
戦
争

ω初
期
に
於
て
大
に
利
用
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
Q

第
二
一
の
縫
化
は
、
倒
立
銀
行
の
俊
行
憾
の
備
張
で
あ
る
o

従
来
の
俊
行
法
の
認
h
u
d
Q
三
億
留
ま
で
の
無
準
備
俊

行
仰
に
加
ふ
る
に
、
此
山
山
川
凶
作
は
一
典
に
十
二
信
の
俊
行
機
を
奥
へ
た
か
ら
h

結
局
十
五
帰
国
内
無
準
備
俊
行
を
な

L

得
る
ζ

正
、
な
っ
た
。
併
J
一
乍
ら
此
山
法
律
の
意
義
は
、
此
り
後
行
脚
惜
出
削
張
内
数
字
に
ゐ
る
り
で
は
な
〈
、
寧
ろ

そ
れ
が
術
振
の
第
一
歩
セ
制
し
た
ど
い
ふ
鮎
に
ゐ
品
。
戦
領
内
長
び
《
に
つ
れ

τ、
R
観
的
戦
費
を
調
遣
す
る
主

要
以
手
段
は
、
新
た
な
銀
行
券
山
俊
一
村
に
よ
る
の
外
な
が
っ
た
o
h
r
(
て
後
に
も
通
ぶ
る
如
〈
、
「
印
刷
機
械
が

泊t

事包

時
間
雌
に
於
け
る
金
融
制
度
の
鍵
選

第
二
十
二
番

(
品
川
市
二
蹴
一
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九
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露
阿
国
広
於
吋
る
金
融
制
度
目
艶
選

国
家
収
入

ω主
要
な
財
似
己
な
っ
た
』
の
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
に
至
っ
て
封
外
戦
守
は
掛
内
革
命
に
代
っ
た
り

れ
ど
も
・
革
命
も
亦
戦
守
ピ
同
じ
ぐ
異
常
な
る
国
家

ω経
費
を
要
し
、
盆
I
紙
枇
市
…
殺
行
の
必
要
を
増
加
し
た
o
卸

も
『
印
刷
機
械
は
革
命
の
た
め
に
も
亦
、
そ
の
機
能
を
俊
附
押
し
た
」

ωみ
な
ら
争
、
迭
に
は
「
印
刷
機
械
を
以
っ

て
し
て
も
、
貨
幣

ω一
不
足
を
補
ふ
ニ
己
は
出
来
な
い
」
ま
で
に
な
っ
た
。
今
、
不
換
紙
幣

ω畿
行
拙

ω
隙
泌
を

ば
、
政
治
革
命
に
封
勝
す
る
三
期
に
一
M
M
H
T
し
て
、
そ
の
奨
耐
曜
を
見
る
け
は
弐
山
り
如
(
な
る
。

第
一
期
、
湾
政
府
時
代

1
l
一
九
一
七
年

ω
二
月
草
命
に
去
る
二
年
入
ヶ
月
間
に
於

τ、

的
一
九
一
四
年
七
月
二
十
七
日
の
法
律
に
よ

b
、
十
五
低
留
ま
で
の
無
準
備
後
行
雄
を
総

U
。

向
一
九
一
五
年
三
月
十
七
日
の
悶
A
T
に
t
b
、
二
十
五
位
協
ま
で
、

何
一
九
一
五
年
八
月
二
十
二
日
の
法
伴
に
よ
り
、
三
十
五
低
留
ま
で
‘

伸
一
九
一
ム
ハ
年
八
月
二
十
九
日
的
勅
令
に
よ
b
、
五
十
五
位
留
ま
で
、

何
一
九
一
ム
ハ
年
十
二
月
二
十
七
日
の
凶
令
に
よ
h
、
六
十
五
M
M
留
ま
で
、

第
二
期
・
似
政
府
時
代

l
l
一
九
一
七
年
十
月
草
仰
に
至
る
入
ゲ
月
間
に
於

τ、

何
一
九
一
七
年
三
月
間
日

ω
布
告
に
よ
り
、
八
十
五
位
協
ま
で
、

尚
一
九
一
七
年
五
月
十
五
日

ω布
告
に
よ
h
、
百
五
低
留
ま
で
、

利
一
九
一
七
年
七
月
十
一
日
の
布
告
に
よ
り
、
百
二
十
五
億
闘
士
で
、

向
一
九
一
七
年
九
月
七
日
の
布
告
に
」
h
・
打
四
十
五
倍
翻
ま
で
、

何
一
九
一
七
年
十
月
六
日

ω布
告
に
よ
り
、
百
ム
ハ
十
五
億
留
ま
で
、

ilI: 

苑

弟
二
十
二
俗

(
第
二
腕
一
ニ

O
)

同

Developll1ellts in Russiι1， p. H) 

Katzencllcnb孔tnn，ilJid.， p. SO 

ibid.， p. SI 
Leitcs， Reccnt Economic 

)

)

)

 

1

2

3

 



5
1
J
・

4
到
一
二
宜
ハ

拙
労
農
政
府
時
代

i
|枇
初
り

一
年
同
は
、

行
制
を
柑
し
て
居
た
が
、

何
等
法
体
上
山
手
縦
に
依
ら
す

L
て、

一
九
一
八
年
十
月
二
十
六
日
山
布
告
に
よ
っ
て
、
閥
民
銀
行
桧
門
閥
立
銀
行
)
山
嫌
行
惟

必
要
に
廊

ιて
後

を
夏
に
三
三
五
幻
闘
に
け
迫
加

L
、
制
局
五

O
O
m
M切
り
無
準
備
後
行
棋
を
興
へ
る
こ
ピ
、
な
っ
ロ
。

り
れ

ypも

其
山
り
杭
恒
山
り
馳
闘
行
は
、

何
等
法
律
上
の
形
式
を
履
ま
す
に
行
は
れ
て
局
た
か
ら
、

袋
行
倒
的
雌
剛
山
明
ご
い
ふ
問
脳
は
全

一
九
二

O
K
T内
初
一
肌
に
主
り
、
閥
比
一
銀
行
的
厳
止
吉
れ
た
後
は
、
「
貨
幣
及
び
部
釦
町
松
宮

に
於
て
其
凶
品
目
行
を
続
け
て
居
た
。

に
剛
山
貨
山
隠
遁
及
び
紙
幣
川
り
清
俊
曹

の
で
あ
る
が
、

〈
無
意
味

t
な
っ
た
。

帥
刊
守
山
勃
俊
正
共
仁
、

金
附
貨
併
は
次
第
に
流
通
界
か
ら
消
え
去
っ
た

共
内
総
過
は
恰
4n
硬
貨
の
聞
知
に
従
っ
て
順
弐
に
現
は
れ
て
京
市
た
o

先
づ
節
-
に
合
貨
が
同
県
先
に

姿
を
泊
L
た
の
は
・
言
ム
迄
も
な
〈
一
般
岡
氏
が
、
品
刊
挽
停
止
を
見
て
急
に
之
を
隠
蔽
し
た
か
ら
で
あ
る
c

攻
レ

で
質
的
銀
貨

ω見
え
な
(
な
っ
た

ωは、
毛
れ
よ
与
も
向
川
敷
ゲ
月
後

ω
こ
ご
で
あ
る
が
、

期
地
年
的
E
U
A

仁
王
ソ
て

は
、
究
明
則
に
諸
制
小
貨
山
不
足
合
成
宇
る
伐
に
な
・
っ
た
。
此
的
不
足
を
備
ふ
た
め
政
府
は
年
末
仁
軍
司
て
小
額
紙

幣
を
品
目
行
し
、
銀
銅
貨
ご
同
じ
(
法
貨
正
し
て
通
用
せ

L
め
た
。

小
傾
紙
幣
の
出
現
は
、

忽
も
に

L
て
常
時
な
は

多
少
は
流
通
し
て
居
た
銀
側
貨
を
全
(
騎
一
迭
し
て
了
っ
た
。

か
(
て
一
九
一
六
年
の
初
一
周
仁
は
、

露
岡
山
り
邦
貨

は
み
-
(
各
械
山
紙
鮮
に
よ
っ
て
獅
占
き
れ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
銀
行
券
の
婚
後
は
、日

於徐
f1 ~ 
る 1上
流の
j面勢
叡~
を強
方三時

す 5
0叫る

eE且守、
i
o
p、
下
e

コ
Z
o

i
f
-
-
'
1
 左
に
開
戦
常
時
か
ら
留
紙
併
の
整
理
苫
る
、
ま
で
の
各
月

(
単
位
官
官
同
留
)

設

苑

露
閥
単
に
於
け
る
金
融
制
度
の
慶
趣

第
二
十
ニ
巻

(
第
二
韓
ご
二
)

三
三
五
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六

-
A
M
に
激
減
L
・

二
、
岡
山
右

九一、合口

ュ、一一=一、一一-口口

七、『吾、口{〕{]、口口{〕

九、口一一三、口邑口、口(]{〕

一-一、同試也、口口口、口口{〕

一一、一八王、口口口、口口口

ヨ一、七日ニ、口口口、口口口

去、光子一、

g
口、口口口

九九八、昌三九、口口口、
u
口口

八、九一一い回

九、
A
N
u
h

、七口口

そ

ω準
備
率
の
侭
下
し
た

-τ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
o

市
民
に
十
月
革
命

開
戦
直
前
に
は
紅
内

二
月
革
命
後
の

九
一
七
年
一
一
一
月
に
は
一
四
・
八
必
い
減
じ
、準備

一
半
減
川
止
め
原
岡

且
明
日
午
問
題
で
は
な
〈
な
っ
た
o

め
る
。

戦
前
に
於
り
る
比
一
の
流
通
傾
は
約

所
講
預
金
通
貨
に
枕
て
は
始
〈
別
巴
す
る
も

中
十
マ
」

L
て
右
的
一
小
換
紙
鮮
の
増
畿
で
ゐ
る
が

併
L
此
は
必
す

L
も
唯

八
F 、

g
、↑一己口

一J
一回旬、一口口

話
、

2
1

一一一
J

口口

一J
口八、一口己

は
ニ
一
一
回
ふ
迄
も
な
〈
紙
幣
り
増
畿
に
よ
る
共
の
相
掛
的
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

円、一一一五

， ，、、
己
口

一品一口、七口口

併

L
他
万
に
は
叉
、

金
υ宇〉

流
川
に
よ
る
共
山
総
掛
的
減
少
仁
も
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
金
流
出
の
主
要
な
も
の
は
、

高岡
地鴎
以に
上総
l二tH
迭さ
L れ
てた
居も
る 0)
0])で

ゐ
っ
て

日
地
役
膨
脹
り
寛
賞
を
成
す

b
の
は

の
も
の
で
は
な
い
。

玉、巳一九
A

N
n
A

、一一口口

回、萱回、自口

旬、一一生]

一己口、一一口口

一
A

、円八川、七口口

一均一一、コロ口

そ
れ
以
後
に
翠
つ
て
は
、

英
凶
己

ω協
約
じ
よ
っ
て

そ
の
判
明
せ
る
丈
け
で
も
十
月
革
命
ま
で
に
前
後
四
回
に
一
H
h
問
低
六
千

一
低
五
千
両
留
正
推
算
さ
れ
た
が
、

他
に
比
較
的
重
裂
な
る
大
成
省
短
期
持
幹
け
が

開
城
山
品
時
ω
A
M
換
停
止
法
仁
ょ
っ

露
両
盟
に
於
け
る
金
融
制
度
。
姐
逝

て
、
大
成
省
は
必
要
正
す
る
裕
度
に
之
を
後
行
し
得
る
-

L

ご
、
な
っ
た
か
ら
、

第
二
十
こ
を

.iJI: 

手E

初
期
に
於
け
る
戦
政
調
達
の
手
段

都

蹴

一
三
一
)
ト
三
三
七

Katzcllcl¥cllb<lUllし ibit!.， p. 59-60 Leites， ibiu.， p. 18-19 
Obst， a.注 O.S. 175 
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第
二
寸
ニ
巷

(
第
二
蹴
一
二
四
)

露
阻
曜
に
於
け
る
金
融
制
雌
の
路
選

八

註

苑

に
め
に
一
九
一
六
年
一
月
一
日
の
流
通
叩
酬
は
・
七
偲
留
上

h
、
同
年
末
に
は
二
十
六
億

留
に
逃
し
て
居
る
。
苫
う
し
て
十
月
草
命
以
後
、
勢
農
政
府
は
此
の
諮
券
仁
劃
す
る
利
子
不
抑
を
宣
言

L
セ
か

ら
、
そ
札
以
後
は
他
山
貨
幣
正
問
輔
の
も

ω
己
な
っ
て
流
通
採
に
止
ま
勺
た
。

=
一
泌
貨
膨
肢
の
原
因
及
び
給
川
市
、
か
〈
の
如

3
鴻
貨
膨
脱
の

wm凶
は
、
周
(
知
ら
る
、
如
〈
、
之
を
以
っ
て

岡
山
水

ω経
貨
を
支
排
す
る
方
似
ご
な
し
た
闘
に
め
る
o

詳
し
〈
言
へ
ば
、
第
一
期
的
帝
政
時
代
に
は
、
世
界
戦
守

に
伴
ム
縦
貨
を
支
排
す
る
陀
め
に
、
第
二
期
の
仰
政
府
州
代
に
は
・
肝
一
界
肌
判
明
v
l
A
J
ω

政
治
草
川
叩
り
制
作
支
出
り
た

め
に
、
第
三
則
的
勢
農
政
府
川
代
に
入
つ
て
は
.
政
治
草
川
叩
及
び
純
情
革
命
を
逆
行
す
る
た
的
仁
、
惹
き
超

3
れ

た
品
胤
算
不
足
を
怖
ふ
主
要
な
手
段
ご
し
て
利
用
古
れ
た
。
E

友
仁
珠
算
不
足
額
ご
紙
併
俊
行
制
ど
を
針
比
せ

L
む

る
。
(
単
位
百
市
円
切
)

Z
L
τ
利
用
せ
ら
れ
、

紙
ー 泊予
J 時

五一三五

4Jc 
入

宝
JII 

'1' 
足

紙
吋
附
A

位
行

枚
入

主
/11 

不
足

辺、先日

""~ 

、
， 

ヨι
g 

同一、屯口

一
力
-
例
年

円、八五九

，、，. ，、

一白川-へ
F

;
-
'
'
s
 

、
ふ'.

M
A
、九
h
A

よ一円い一円、同町三

日同
J

一口口

エ一五、同口一一

4
L
e
L
F
 

F
j
-
l
i
 

」

h
u
-
'門
民
白

-

j

1

4

 

呂、口
U

一

一、望£

、、正一、
J
3
2
'
 

一、=一五、一五九

一、宕草、山
A

蓋

札世間一品、日口口

一
九
二
の
年

耳
A
F

、戸口同

jι 

，、
'1孟

一人、一口一

-品、主

弓
円
A
E

一、門口三

年

同、品川正

回、一一一元、九口口一一ー点、口台目、八一自

一一一、此己一一、丸一一一円

目、三主、言口

-
L
-
仁
子

-
4
J
-
4
 

宅

、r史
A

玉、口語

自
し
一
九
一
八
l
l
一
一
一
年
白
鵠
算
に
附
す
る
蛇
字
は
必
ず
L
も
疋
僻
ど
は
な
い
。
紙
幣
ド
搭
申
告
蹴
な
り
L
泊
品
、
正
献
に
r拙
算
を
立
て
若

{
は
之
を
計
算
す
る
こ
企
同
質
隣
に
品
川
て
不
川
加
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
一
八
年
以
後
に
於
て
は
貨
物
枚
入
及
ぴ
貨
物
消
貨
が
草
川
r
な
似
索

を
成
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
向
。

KatzellcJ]enhawll， ibid.， p. ó9 に ~t る。1) 



今
・
川
畑
恥
リ
に
比
の
帖
晶
子
を
叩
偶
嫁
ご
し
て
同
地
る
に
、
最
初

ω四
ゲ
年
に
於
て
は
、
珠
算
不
足
舗
に
比
し
紙
幣
品
目
行

額

ω泡
が
に
少
な
い
こ
ど
そ
知
る
。
よ
れ
此
時
代
に
於
付
る
械
設
の
一
部
は
、
長
期
岡
偵
訂
(
は
一
知
期
大
城
省
経

券
に
よ
っ
て
支
排
さ
れ
た
る
」

Z
を
一
不
可
'
G

之
反
し
一
1
革
命
以
後
に
於
て
、
同
お
り
数
字
が
次
第
に
接
近
し
て

居
る
り
は
・
印
も
抽
出
銭
一
小
足
を
カ
グ
ァ
ー
す
る
手
段
ご

L
τ
、
殆
ん
ど
全
〈
不
換
紙
幣
り
俊
行
に
刷
っ
た
こ
ど
を

一
市
す
も
の
で
あ
ら
う
。
最
後
の
年
度
に
於
げ
る
そ
れ
が
澗

t
大
き
な
閉
さ
を
示
せ
る
の
は
、
経
費
的
見
杭
ー
り
が
地

大
で
あ
っ
た
、
的
、
吋
際
り
不
足
叫
刊
が
進
hr
に
此
の
数
字
以
下
に
止
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

不
換
紙
惜
増
殺
り
結
果
ご
し
て
、
第
一
に
恐
る
べ
き
物
価
明
嶋
氏

ωち
河
貨
下
落

ω
結
っ
た
F

』
芭
は
、
周
(
知
ら

る
、
所
一
で
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
此

ω期
間
を
通
じ
て

R
硲
な
る
物
倒
指
数
を
得
る
こ
E
は
困
難
で
ゐ
る
。
第
↓
に
一

九
一
入
、
九
年

ω
二
ヶ
年
聞
は
、
正
叫
畑
な
制
売
を
巾
蹴
L
て
田
川
た
か
ら
、
此

ω
期
間
的
そ
れ
は
符
柿

ω
材
料
仁
依

っ
て
填
補
せ
ね
ば
な
ら
守
、
第
二
に
一
九
一
八
二

0
年
聞
は
、
商
品
は
公
定
倒
絡
に
よ
っ
一
1
資
質
苫
わ
い
、
若
〈

は
切
符
制
度
に
よ
っ
て
配
給
せ
ら
れ
い
た
か
ら
、
此

ω期
聞
の
そ
れ
も
亦
、
狭
き
範
閣
に
於
て
連
日
間
仁
行
は
れ

τ居

h
L

所

ω白
山
川
慣
は
引
に
協
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ト
」
れ
等
川
り
こ
己
を
考
慮
に
入
れ
て
左
に
毛
ス
コ

l
u
A
ぴ
全
露
両
引
に
於

り
る
各
月
一
目
的
物
附
闘
い
川
放
を
蹴
一
挺
す
る
。
(
一
九
二
二
年
を
一

o
o
tす
)

一
九
一
六
午

↓

K
4
t、F

一
二
一
ノ
f

一
九
三

C
年

全

童館

会

モ
ス
コ

l

き路

モ
ス

3
1

金

時
コ円ユ、(〕口ロ

モ

ス

コ

!

ヨ五，、.

ュ、昔べ
D

Z
J台
邑

同、三五一]

月

同一八、口
q

口

元老

弐ヨ宅

Jl 

品、口門口

同ん一一円、白口口

一旦同一、口一
}
U

2

口品、口口口

三河内一、(]口口

月

五、五円白

詑

苑

露
四
日
胞
に
於
け
る
金
融
制
度
白
強
制
遍

第
二
十
二
番

第

掠

宅
ス
コ

I

川、同口司、口口〔]

自主、己口、口口口

口一問、ロ
2

口、{〕{]口

予王
) 

)c 
)c 

年
全

館

-冗、んロ口、[]口口

五一問、五{〕口、ロロロ

=晶、ロロロ、

gD

Katzenellent、aum，ibid.， p. 74-75にwる。
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/J JJ 
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JJ 

，、，、 協同
川
に
於
け
る
岳
地
制
度
目
鎚
越

-、
"~ 

計
、
一
川
口

~~ 
JJ 

" "， 

JJ H 

只

JJ JJ H 

五Z，、二ー、J円、

月IJ 

旦
同
「
み

Il Jj 月

ν崎

支

月

三，
い唱，、

H 

E 

H 

与一一=一-

JJ 月

と、
"ぃ" 

ニタL
P 、じ矛志

川

ξB 
t ，、

八
七

"~ 

E叫

也
、
八
一
口

J主

品
、
一
ペ
凸

口
4 

口

-、

一JMRA]

ん

口、
， ，、
口

ヨ目
-， 

、L-
コ
i
z
c
 

，、

刊、何一
4

口

A 
U 

己
、
川
つ
U

山
、
口
八
口

“、u
一口

己
、
(
]
口
口

ぺ
)
、
一
己
己

ペ
、
日
凡
打
。

口
、
一
口
円

一
一
、
正
由
(
)

J

、
」
己
司

μ 、、
合L"= I 
J i!. 

I " 
7， 1'， 
、‘
十叶 『
口 y

口

さ

a
h
、
八
口
口

一
己

五
、
一

o
u

包

ヨ、、
uD口

L''"1 

乙コ

堂
、
一

g

V叶
A 
口

児
、
一
包

主

ト
』
ん
、
出
口
(
〕

吉守、

互主

百一

J
M
口(〕

一
一
口
、
口
凸
百

主
語』

一
一
じ
、
口
口
口

¥
口
、
斗
口
。

ぷ
、
J
h
口
口

、~一口口

同
一
、
円
D
A〕

士
、
一
守
一
〕

“
、
、
口
(
〕

片
品
、
口
口
口

八
一
、
同
口
口

些
-
、
一
一
ニ
口
口

第
二
十
二
容

一一一口、

B
D

‘叫

ー

ι一
一
八
、
口
口
口

九
一
司
泊
、
口
口
口

、
一
↑
一
~
一
、
口
口
口

一
、
九
ル
口
、
口
口
口

九
日
〕
、
口
口
口

一
J
一
川
口
、
口
口
口

一
、
一
一
口
口
、
口
己
己

夫
弓
口
口
口

円
パ
口
口
U
口

、
品
川
一
司
、
口
己
口

川
、
川
一
品
口
、
口
口
口

川、
A
円
(
]
、
口
口
口

品
、
ハ
一
口
、
口
口
口

円
、
一
(
〕
口
、
口
己
口

八
三
日
白
、
口
口
口

七
、
ム
λ
口
、
口
口
口

点、
A1J
口
、
口
(
〕
口

七
、
一
山
口
、
口
口
口

~ 

抗

回
世
也
、
口
(
〕
口

主
八
、
口
口
口

主
旬
、
口
口
口

八
一
円
、
口
口
口

九
己
い
て
口
口
白

均
一
[
品
、
口
口
(
〕

九
つ
一
、
口
己
口

口
“
口
、
(
〕
口
口

一
一
台
、
口
口
口

プL

一
、
ハ
ペ
口
、
口
口
口

一
九
司
、

q
u口

、じ
λ
口
、
口
口
口

一
、
仏
じ
口
、
(
〕
口
口

開
、
ユ
七
口
、
口
口
〔
]

J

口
J
弓
口
、
口
口
口

ん
、
口
山
首
己
、
口
口
口

八
、
口
一
己
、
口
口
口

也
、
片
山
同
口
、
一
]
口
口

~" /、豆
、
口
呂
、
口
口
口

同
口
口
、
口
己
口
、
D
O
U

出
一
川
、
口
己
口
、
口
(
〕
口

刊
盟
、

g
q
g
u

一
口
一
一
、
口
[
)
口
、
口
O
U

五
円
品
、
口
口
口
、

υ一]口

匂
同
一
、
口
ロ
口
、
口
口
口

一日出品
Z
J一
口
口
、
ロ
ロ
]

弘
知
人
目
、
笠
口
、
口
口
百

四
O 

許
一
己
口
口
、
口
口
口

円
一
一
勺
白
中
U
、
口
口
口

出
口
品
、
口
口
己
、
口
出
口

事
宅
、
口
口
口
、
口
凸
口

市
円
占
、
口
口
口
、
口
口
口

K
A
A、
口
口
口
、
口
口
口

白
『
司
同
一
、
口
口
口
、
U
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、
一
同
ん
、
心
口
司
、
山
口
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、
十
一
三
、
山
口
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、
口
口
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呈
g 

冨r，;

怠

一
一
、
一
士
一
、
一
白
百
、
口
口
口

-
一
口
、
八
口
口
、
口

q
u

、
hv兄
、
じ
己
口
、

ou口

五
、
り
足
、
心
口
口
、
口

g

じ
、
八
恒
一
、
ん
口
一
〕
、
口
口
口

ゴ
一
、
じ
口
九
、

D
B、
口
口
四

五
、
杢
出
品
、
口
口
口
、
口
口
口

A
、
一
九
己
、
口
口
口
室
、
合
口
、
口
口
口
、
口
口
口

五
点
、
空
耳
、
口
口
吾
、
口
口
口

ゎ下ド』
A
E己
口
、
〔
口
口

-
、
一
口
口
、
口
口
己
、
口
口
口

一
品
、
九
一
一
一
、
口
口
口
、
(
]
口
口

刻、…
m
M
岡
、
一
(
〕
口
、
(
]
口
口

ド由、
L
品
川
、
山
口
口
、
(
」
口
口

一
↓
一
、
一
入
缶
、
口
口
口
、
口
口
口

一八、

H42一
、
一
)
己
口
、
(
]
口
口

言
、
口
一
石
、
一
出
口
、

g
口

一面、

4
豆
、
口
口
口
、
口
口
口



月

一、14
口口

一J
一八五

一一口一、日〕口

一立円、口口口

合金口、口口口

九、
4ZA
口、口口口

H 

、
同
口

一、八口弘

長(ユ、口(〕口

然
ら
ば
露
両
M
M
に
於
て
は
、
泌
貨
制
加
版
ピ
物
川
旧
総
巾
H
ご
の
聞
に
如
何
な
る
闘
係
を
認
め
得
る
か
ゆ
f

る
物
倒
指
数
衣
ピ
、

M
M
捕
り
通
貨
表
ピ
を
比
較

L
、
克
に
之
そ
明
瞭
な
ら
し
む
る
た
め
、
各
年
に
於
り
る
隔
者
り

増
加
率
を
左
に
一
不
す
o

一七九、口口日

三、
4
K
口、
g
q

一三、合守口口
D

右
に
掲
「

グι'1三

世!ヨk
111 

需
品
川
叫
服
併
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H出
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泊
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膨
脹
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抑
制
踏
此
中mm 
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iui
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五

'Jミ

え

お
司
，
一

己、
口

九

二

O
年

回一品、一
z

一

ZE 
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ゾι
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、

九三、且
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年

一、阿口二、口

、J一一岡、

一

七

年

1L 

会

ー

ニーs 
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A 

二
J

五八、一一

屯、一九一、九

)， 

A 

年

"辺、

売
包
、
国

是
に
巾

h
て
蜘
削
れ
ば
、
品
初
の
二
年
間
は
、
通
貨
膨
服
り
削
合
に
比
[
、
物
胴
恨
勝
賞
は
迄
か
に
少
い
が
、

一
六
年
を
境
界
ご
し
て
、
共
れ
以
後
は
物
倒
閣
附
脚
質
的
制
合
は
迩
に
大
で
あ
る
。
助
の
こ
ご
は
貨
幣
数
民
訟
に
針
L

て
一
一
り
血
(
昧
ゐ
る
材
料
セ
提
供
す
る
も
の
ご
し
て
、
注
意
す
べ
き
事
貨
で
ゐ
ら
う
。

酒
叫
崎
廿
骨
相
場
山
り
低
落
、
留
紙
幣
り
封
内
購
買
力
り
下
落
は
、
必
然
に
外
側
貨
僻
に
謝
す
る
時
武
力
・
即
も
線

接
相
場
に
影
響
せ
ね
ば
な
ら
心
。
今
こ
の
期
間
仁
於
け
る
品
川
持
相
場
内
畿
迭
を
捌
察
す
る
に
首
つ
て
は
、
之
を
政

治
的
悩
分
ど
は
岡
持
似
る
一
一
一
期
に
両
分
す
る
を
側
宜
ピ
す
る
。
第
一
期
、
附
戦
よ

h
十
月
革
命
に
至
る
期
間
に
は
、

大
部
分
は
‘
諸
銀
行
り
業
務
ご

L
て
行
は
れ
て
居
た
。
骨
岬
替
相
場
は
、
英
貨
十
碗
に
封

L
、

外
倒
貨
枇
巾
り
由
民
民

設

苑

日
時
四
川
叫
に
於
げ
る
金
融
制
度
山
雄
越

勢
二
十
二
巷

(
第
二
肱
ご
一
士
)

~~ 

)L 

iI則1..p. 75に掠る。



説

苑

措
周
彊
に
於
げ
る
金
融
制
度
目
輝
雄

第
二
十
二
番

(
第
二
拙
一
二
八
)

一一一…1

佐場

一
O
留
内
外
(
吊
T
M
慣
は
九
四
、
五
留
)
、

二
月
革
命
に
至
品
約
一
一
一
ゲ
年
附
に
於

τ百
六
七
十
留

開
戦
直
後
に
於
て

十
月
革
命
省
時
に
は
三
百
乃
至
間
百

留
に
降
っ
た
。

ま
で
下
落
し
た
に
池
ぎ
な
い
ー
が
、
同
年
五
六
月
頃
よ
h
急
激
に

F
落
し
て
、

然
る
に
十
月
革
命
以
後
の
第
二
期
に
入
つ
て
は
、
銀
行
H
A
び
取
引
所

ω消
滅

ω
た
め
、
潟
替
市
場
も
同
内
U
Y

ら

影
'
T
W弘

L
た
。
剛
氏
は
金
及
び
外
側
貨
微
を
限
出

L

資
本
家
は
ぞ
の
資
本
を
同
外
仁
逃
己
せ
[
む
る
た
め
に
努

力
し
た
。
併
し
乍
ら
隠
密

ω
市
場
は
是
等
の
期
聞
を
通
じ
て
主
要
な
都
市
に
残
存
!
、
主
古

L
て
金
氏
及
び
金
地

金
・
後
に
は
ケ
レ
ン
ス
キ
1
政
府
り
紙
幣
が
、
好
ん
で
投
機

ω目
的
物
正
せ
ら
れ
た
。
リ
ハ
い
け
と
も
外
附
貿
易
は
掛
同

時
金
(
杜
絶
し
て
居
た
か
ら
、
外
側
貨
幣

ω取
引
は
殆
ん
け
と
な
〈
、
従
っ
て
一
九
一
入

1
1
二
O
年
の
錦
務
相
場

全
正
織
に
知
る
二
ピ
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
卒
者
の
推
算
に
従
へ
ば
、
十
時
間
に
到
し
一
九
一
入
年

ω初
頭
に
は
阿

正
O
山
田
.
一
九
九
年
仁
は
問
。
。
ハ
問
、
一
九
二

O
年
に
は
六
詩
情
、
同
年
中
川
引
に
は
十
市
内
向
川
ピ
せ
ら
れ
て
居

品
。
郎
L
此
川
山
下
落
は
戦
前

ω
約
千
分
の
一
に
相
b

ば
す
る
o
A
1
之
を
腕
武
力
平
副
恨
ピ
掛
開
削
す
る
に
、
常
時
制
紙
幣

の
劃
内
時
一
H
力
以
戦
前
り
約
六
千
分

ω
一
ご
は
ち
、
磁

ωそ
れ
は
約
三
分
の
一
己
な
っ
て
目
的
る
か
ら
、
購
買
力
一
中

川
倒
は
ニ
「
分
的
一
ど
は
る
。
然
る
に
質
際

ω
相
場
は
戦
前

ω
千
分
ゆ
一
仁
下
部
[
て
庶
る

ω
で
あ
る
か
ら
、
晶
画
川

の
治
省
相
場
は
、
仙
川
口
力
M
T
m
以
上
約
一

O
O
M刊
に
ゐ
っ
た
こ
己
、
な
る
o

第
三
期
は
九
二
一
年
的
新
艇
憐
政
策
的
資
施
以
後
を
悩
劃
す
る
o

此
の
年
の
初
期
に
ド
、
私
人
的
所
有
す
る

川
氏
金
川
肺
を
銚
俄
で
剛
山
訴
に
提
供
せ

L
め
、
紙
幣
さ
へ
も
品
川
悦
俸
給
率

ω十
位
相
以
上
は
之
を
所
行
す
る
こ
子
宮
禁
止

し
た
が
、
是
等

ω制
限
は
、
数
グ
月
r
L
L
t
緩
和
治
〈
は
撤
回
せ
ら
れ
、
次
い
で
年
末
に
弔
っ
て
新
岡
立
銀
針
を



開
設
す
る
に
及
ん
で
、
之
に
外
周
貨
融
市
及
び
賞
金
属
の
澗
占
的
資
買
櫨
七
古
典
へ
、
其
の
相
場
は
外
国
取
引
所
の
相

場
を
会
服
し
て
R

公
定
せ
ら
る
、
こ
吉
、
、
な
っ
た
o

か
(
τ

翌
二
十
二
年
二
月
に
は
、
毛
見
ヨ

1
市
に
於
り
る
商
品

取
引
所
の
一
部
門
ご
し
て
、
柏
崎
替
取
引
所
を
組
織
す
る
こ
正
、
な
っ
た
。
他
方
に
は
新
経
済
政
策
の
結
巣
ご
し

τ

輪
出
入
貿
易
ゆ
起
る
に
件
。
、
外
岡
貨
幣
に
謝
す
る
需
要
及
び
供
給
を
惹
越
す
る
ニ
己
、
な

b
、
岡
立
銀
行
の
チ

品
戸
ヲ
ヰ
ッ
ツ
金
券
凶
後
行
さ
晶
、
に
及
ん
で
は
、
北
(
の
準
備
の
一
部
ご
し
τ
h
外
凶
貨
幣
を
需
要
す
る
ニ
ピ
、

な
っ
た
か
ら
潟
替
市
場
は
漸
弐
に
繁
忙
正
な
っ
た
。
今
毛
月
コ

1
市
場
に
於
り
る
謝
英
相
場
を
見
る
に
、
十
勝

仁
劃
し
、
一
九
二
二
年
一
月
に
は
千
六
百
五
十
高
留
‘
脅
年
一
月
に
は
十
九
億
二
千
八
十
高
也
、
同
年
十
月
に
は

五
百
四
億
留
を
一
不
L
た
。
之
を
嘗
附

ω封
内
購
買
率
ご
比
較
す
る
に
、
持
替
相
場
の
下
落
は
趨
か
に
よ
h
大
で
あ

る
。
従
行
て
帥
州
民
力
準
備
に
棚
田
す
る
関
係
は
、
前
の
第
二
期
己
反
釣

ω傾
向
を
z
h
、
官
際
相
場
は
常
に
其
の
ニ

O
乃
宝
七
O
M刊
の
下
位
に
居
る
こ
子
宮
後
見
す
る
。
然
し
乍
ら
外
岡
貿
易
が
同
家
の
手
に
濁
占
せ
ら
れ
、
金
及
び

外
国
貨
幣
の
流
出
入
を
制
限
せ
る
岡
家
に
於

τ、
骨
川
替
相
場
の
襲
動
、
掛
内
購
買
力
の
麗
動
E
が
、
向
ほ
大
健
に

於
て
接
近
し
っ
、
進
ん
で
居
る
こ
己
は
注
意
す
べ
当
事
貨
で
ゐ
ら
う
引

亙
戦
時
金
融
正
銀
行
、

か
?

か
〈
の
如
き
戦
時
金
融

ω朕
践
は
、
銀
行
業
務
の
上
に
如
何
な
る
品
開
化
を
奥
へ
た

今
岡
立
銀
行
の
業
務
上
に
起
っ
た
極
化
を
似
る
に
、
先
づ
第
一
に
、
戦
前
の
貸
出
業
務
中
、
最
も
重
要
な
地

位
を
占
め
た
も
の
は
、
個
人
及
び
市
中
銀
行
に
劃
す
る
制
引
業
務
で
ゐ
っ
て
、
資
産
会
衡
の
約
一
五
M

刊
を
占
め
て

居
た
。
然
る
に
開
戦
一
年
以
後
‘
市
中
銀
行
た
b
の
綱
引
は
弐
第
に
閑
散
ご
な
h
、
革
命
前
に
於
て
は
僅
か
に
北
(

の
ニ

μ
に
過
ぎ

F
る
-

M

ご
、
な
っ
た
o

第
二
に
閲
戟
正
岡
崎
に
起
っ
た
新
た
な
貸
出
業
務
は
・
大
城
省
短
期
薩
努

苑

詑

路
凶
誕
に
於
け
る
金
融
制
度
白
鶴
選

(
第
二
統
一
一
一
九
}

第
二
十
二
巻

三回一一一

Leites， i bid.， p. 20 KatzenelIenbaum， ibid.， p. 77-87. 1) 



(
部
ニ
敏
一
一
ニ

O)

に
劃
す
る
制
引
で
ゐ
る
o

戦
費
の
践
む
正
共
に
品
仙
の
業
務
の
畿
艇
は
極
め
て
則
著
ど
な
b
、
附
も
な
〈
貸
出
業
務

に
於
る
第
一
位
を
占
め
た
。
開
戦
一
年
後
仁
は
十
五
億
ド
上
b
・
二
年
後
に
は
コ
一
十
入
億
、
二
月
革
命
蛍
附
に
は

七
十
人
億
.
十
月
革
命
前
に
は
百
五
十
五
億
を
越
え
て
‘
金
資
産
め
七
四
川
刊
に
諮

L
て
居
る
。

拡

苑

露
岡
国
民
於
げ
る
金
融
制
度
白
挺
誕

第
二
十
三
谷

位尋

問

同
立
銀
行
の
積
極
業
務
に
表
は
れ
た
右
の
二
つ
の
磁
化
は
、
露
両
却
の
戦
時
令
融
上
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す

る
o

戦
前
に
於
り
る
閥
立
銀
行
の
主
な
る
刺
客
は
、
私
的
企
業
者
・
市
中
銀
行
・
信
用
組
合
等
で
ゐ
っ
た
か
ら
、
業

の
資
金
的
大
部
分
以
直
接
に
か
間
後
じ
か
引
私
的

ω商
工
業
に
投
せ
ら
れ
、

-hの総額
は
約
八
億
乃
至
九
億
に
上
っ

て
居
た
o

然
る
に
開
戦
後
一
年
に

L
て
事
情
は
段
化

l
、
私
入
者
〈
は
私
銀
行
は
、
最
早
唯
一
回
顧
客
で
も
な

〈
、
重
要
な
る
顧
客
で
も
な
く
な
っ
た
。
彼
等

ω外
に
新
た
な
る
顧
客
卜
1
1
大
殿
省
1
1
が
現
は
わ
い
た
。
開
戦
一

年
後
に

Lτ
大
臓
省

ω負
品
川
綴
は
、
他

ω総
て
の
ぞ
れ
の
二
倍
以
上
に
法

L
た
。
戦
争
の
紋
〈
ピ
共
に
立
(
の
衝
は

恐
る
べ
き
豆
狐
に
上
旬
り
、
其
仙
り
も
の
は
会
(
毛
の
存
在
を
認
め
ら
れ

5
る
に
歪
っ
た
。

時
じ

τ国
立
鋭
行

ω一
泊
施
業
務
に
就
て
見
る
に
、
銀
行
券
品
目
行
の
増
加
せ
る
司
』
ピ
勿
論
で
あ
る
が
、
此
の
増
加

は
預
金
H
A
ぴ
常
座
預
金
の
坊
加
ご
な
っ
て
現
は
れ
て
居
る
o

た
uv

増
加
せ
る
常
座
制
金
の
犬
部
分
は
、
政
府
其
他

の
闘
'
気
機
川
酬
に
刻
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
是
等
は
分
配
さ
れ
た
る
戦
費

ω求
に
支
出
苫
れ

f
品
部
分
で
め
る
。
従

っ
て
戦
品
質
が
山
首
向
ん
で
戦
時
機
関
に
謝
す
る
分
配
が
増
加
す
れ
ば
す
る
群
、
常
庫
川
附
定
は
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
要

す
る
に
凶
主
銀
針
は
開
戦
以
来
、
一
方
に
は
次
第
に
大
師
同
省
的
従
凶
刷
機
闘
た
る
色
彩
eT
濃
厚
仁
[
、
他
方
仁
は
市

中
銀
行
ピ
の
漣
絡
を
弐
徐
に
稀
薄
な
ら
[
め
る
。
か

f
t
岡
立
銀
行
か
ら
解
放
宮
れ
つ
、
ゐ
っ
た
市
中
銀
行
は
、

二
月
革
命
誌
時
仁
於
て
北

(ω
柄
限
に
述

L
、
其
れ
以
来
再
び
閥
立
銀
行
に
依
秘
寸
る
傾
向
は
完
少
め
っ
た
り
れ
ど



i
u
併
し
十
月
票
以
前
に
於
て
は
、
闘
立
銀
行
に
於
け
る
再
割
以
僅
か
仁
令
貸
出
の
五
%
仁
過
ぎ
な
か
う

た
。
仙
方
に
於
t
市
中
銀
行
は
7
戦
時
事
業
の
地
官
民
正
通
貨
膨
脹
ど
の
わ
は
め
仁
、
並
(
の
活
動
繁
忙
を
栃
め
、
特
に

~
九
一
七
年
の
初
期
仁
於

τ著
し
き
殺
害
』
遂
げ
た
。
多
数
の
支
瓜

Zす
る
大
規
模
の
私
立
商
業
銀
行
は
、
賞

時
四
十
四
叫
生
ー
し
た
が
、
そ
の
預
金
総
額
は
.
一
九
一
主
主
二
拾
七
億
か
ら
一
九
一
七
年
の
六
拾
七
億
に
増
加

し
て
居
る
。

労
農
政
府
ミ
金
融
制
度
の
惜
止

十
月
革
命
よ
ち

一
九
二
一
年
に
至
る
軍
国
共
産
主
義
り
時
代
は

革
命
骨
向
山
叩
者
的
意
闘
の
如
何
仁
拘
ら
宇
、
何

之
を
令
融
制
度
に
就
て
見
る
な
ら
ば
、
古
き
組
織
を
破
壊

L
て
共

れ
の
意
味
に
於

τち
過
渡
附
代
を
形
成
す
る
。

の
残
伴
を
掃
蕩
L
、
新

L
き
組
織

ω
た
め
の
恭
礎
工
副
会
な
し
た
時
代
で
あ
る
。
A
T
・

-mτ
行
は
れ
た
か
を
見
る
た
め
に
、
貨
幣
厳
'
t
E
銀
行
岡
有
正
の
二
羽
仁
一
分
っ
て
凱
察
す
る
U

円
貨
幣
厳
止
・
労
農
政
府
は
貨
抽
出
を
以
っ
て
、
資
本
家

ω
搾
取
手
段
に
利
用
せ
ら
る
、
最
も
紳
秘
な
方

MU初

吉
国
見
倣
し
、
之
に
代
ふ
る
に
労
働
単
位
に
よ
る
計
算
を
以
っ
て
せ
ん
ご
し
た
占
」
ご
は
、
司
〈
日
与
『

¥

i

生
b
z
、
"
で
あ

る
c
然
し
乍
ら
持
農
政
府
ゆ
か
、
る
怠
闘
を
離
れ
て
見
て
も
、
常
時

ω切
紙
幣
の
紋
態
は
・ そ

れ
が
如
何
な
る
抑
制
過
を

明
ら
か
に
共
の
必
然

の
運
命
を
噛
墨
田
吉
れ
て
居
た
。

就
に
遮
べ
た
る
如
〈
、

留
紙
僻
山
内
下
落
は
一
九
一
六
年
を
境
界

z
l
て、

其
の
傾

向
を
一
一
麗
し
て
居
た
o

政
府
の
牧
入
を
得
る
た
め
に
は
紙
幣
を
増
設
せ
ね
ば
な
ら
山
。

り
れ
ど
も
増
畿
す
れ
ば
す

る
程
、

よ
h
大
な
る
加
遮
皮
を
以
っ
て
共
の
倒
値
が
低
落
す
る
か
ら
、

紙
依
田
り
西
宮
行
は
明
ら
か
に
自
己
矛
盾
に
陪

設

宛

露
両
砲
に
於
け
る
金
融
制
度
の
脇
田
町
晶

第
二
十
ご
を

(
節
ニ
杭

三
四
五

!，"atzcne~l';l~haum ， ihid.， p. fio-o8 
~.eit.cs. }hid，-，-p. 23-24 
Pavlovskyl Russia's ctlrrentmonetaryproblems(T11e EconomEC Journal 
DeC 1923) 
ProkopOl'ltch， The Economic COl冗litionof So:.:ict Rl~ssia ， p. 227 
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詰

苑

露
周
辺
に
於
け
る
金
融
制
度
の
密
議

第
二
十
一
一
巻

(
第
二
視

回
，、

け
れ
Y
〕
も
斯
の
如
き
留
紙
慨
も
、

貨
鮮
な
き
組
織
を
完
成
す
る
ま
で
の
過
渡
的
制
度
Z
L
て、

其
の

っ
て
居
た
。

革
命
政
府
は
直
も
に
貨
枇
刷
版
止
の
荷
告
を
な
す
こ
ご
な
〈
、
寧
ろ
徐
々
に
、
賞

必
要
を
認
め
ら
れ
て
居
た
か
ら
、

際
の
物
々
交
換
乃
至
切
符
制
度
を
以
つ

τ之
に
代
ら
し
む
る
の
政
策
を
採
っ
た
。
例
へ
ば
租
枚
の
貨
物
納
付
、
国

中
部
工
場
に
於
け
る
原
料
ゆ
無
償
給
付
、
消
技
者
に
劃
す
る
園
祭
企
業
生
産
物
の
無
償
給
即
時
、

貨
物
給
典
及
び
切
符

制
度
に
よ
る
俸
給
の
支
抑
・
殺
物
其
他
の
白
肉
取
引
の
禁
止
、

ぬ
共
枇
労
働
の
無
償
提
供
、
切
符
制
度
に
よ
る
佳
宅

分
配
等
々
、

総
て
此
等
は
必
然
に
貨
幣
を
不
必
架
な
ら

L
め
る
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
後
に
越
ぷ
る
如
〈
一
九

一
年
の
新
経
済
政
策

ω採
用
じ
よ
っ
て
、
厳
格
な
る
共
産
主
義
り
賀
行
hr
ら
一
歩
の
退
却
を
な
す
ご
共
に
、
新
な

る
貨
幣
制
度
を
設
〈
る
の
必
姿
起
b
、
遂
に
一
柿

ω金
核
本
位
制
度
を
創
始
す
る
に
至
っ
た
。

司
銀
行
倒
有
、
長
初
に
述
べ
た
る
如
(
、
露
闘

ω中
央
銀
行
は
初
め
か
ら
岡
併
で
あ
っ
た
り
れ
ど
も
、
併
し
卒

時
川
於
り
る
其
の
業
務
的
府
民
質
は
、
他
の
諮
問
閥

ω
中
央
銀
行
ご
何
等
異
な
る
所
な
〈
、

市
中
商
業
銀
行
の
中
央
銀

行
ご
し
て
、
向
4
業

ω後
燥
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
が
、
戦
時
に
入
つ
J
L
は
会
〈
凶
庫
の
た
め
の

一
機
闘
に
臨
し

て
、
中
央
銀
行
た
る
慌
を
失
っ
て
居
党
。

然
る
に
十
月
革
命
の
成
る
や
否
や
、
勢
農
政
府
は
在
も
に
同
年
十
二
月

総
て
の
銀
行

ω凶
作
化
を
宣
言
し
た
o

こ
れ
に
よ
っ
て
総
て
の
株
式
商
業
銀
行
、

十
四
日
の
布
告
に
よ
っ
て
、

総
工
共
の
備
に
夜
来

ω岡
立
銀
行

th仙
川
り
私
設
信
用
機
関
は
、

其
の
資
産
負
債
を
引
〈
る
め
て
、

互
信
用
銀
行
、

芸
の
支
出
正
な
っ
た
の
で
あ
る
o

此
の
間
に
於
て
多
〈
の
預
命
者
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
|
|
就
中

に
合
併
せ
ら
れ
、

贈
賄
ー
ー
に
よ
っ
て
そ
の
預
金
を
引
山
さ
ん
ど

L
、
ま
た
銀
行
従
業
岩

ω間
に
反
劉

ω起
っ
た
こ
正
も
勿
論
で
ゐ

る
引
け
れ
ど
も
銀
行
の
国
有
化
は
着
々
ピ
且
つ
徐
々
に
行
は
れ
た
。

か
〈
て
最
初

ω聞
は
是
等

ω岡
氏
銀
行

ω支 キ目

Leues， ibid.. P・ 70•1) 



市
山
に
於
て
其
の
業
務
を
総
続
し

τ居
た
が
、
併
し
一
方
に
は
総
て
の
大
企
業
が
闘
有
化
さ
れ
、
国
有
企
業
に
劃
す

る
金
融
は
、
倒
家
財
政
上
の
疎
算
而
に
取
ち
入
れ

ιれ
る
4

」
ゴ
、
な

b
、
他
方
に
は
綿
て
の
私
的
企
業
は
漸
次
に

停
止
さ
れ
、
私
的
取
引
が
減
退
す
る
に
つ
れ
て
・
銀
行
業
務
が
弐
第
に
そ
の
重
要
を
失
ふ
べ
き
は
常
然
で
あ
る
。

た
い
官
座
勘
定
に
り
は
、
蓄
預
金
の
抑
一
族
を
な
す
た
的
に
、
叫
相
E
後
的
頃
ま
で
勝
目
ま
れ
て
居
た
け
れ
Y
」
も
、
併
し

此

ω預
金

ω柳
田
開
は
剖

ω名
目
煩
桁
で
行
は
れ
た
か

ι、
留
紙
幣
の
暴
落
し
た
一
九
一
九
|
二

O
年
後
に
於
て

は
、
会
〈
無
意
味
の
も
の
ピ
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
〈
て
俄
命
幾
ば
〈
も
な
い
γ

金
融
制
度
に
儀
後
の
宣
告
を
典
へ
た
も
の
は
、
一
九
二

O
年
一
月
十
九
日
の
布
告

で
あ
る
。
ニ
れ
に
よ
っ

τ図
民
銀
行
(
奮
闘
立
銀
行
)
そ
の
も
の
h
厳
止
せ
ら
れ
て
、
他
の
財
政
委
員
曾
の
諸
制
度

E
共
仁
、
強
算
中
央
管
理
局
の
中
に
包
合
せ
ら
れ
、
露
西
亜
の
金
融
制
度
は
名
賀
共
に
消
滅
し
た
。
郎
も
金
融
は

岡
家
財
政
の
一
部
ピ
な
っ
て
了
っ
た
の
で
ゐ
る
。

金
融
制
度
の
鹿
止
ご
共
に
、
楠
ー
の
信
用
手
段
も
亦
そ
の
影
を
ひ
そ
L
U
る
に
至
っ
た
。
手
形
・
小
切
手
・
株
券
・

債
券
其
他
の
語
品
分
類
は
、
従
来
大
多
数
の
企
業
全
経
倍
す
る
方
便
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
一
一
年
に
は

単
に
陵
昧
な
る
記
憶
さ
し
て
人
々
の
扇
に
残
っ
て
居
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
か
〈
て
図
有
企
業
に
謝
す
る
金
融

。
は
、
政
府
の
議
算
上
の
仕
事
芭
し
て
各
稲
の
機
闘
を
通
じ
て
給
奥
せ
ら
れ
、
是
等
の
給
卯
は
岡
牧
を
要
求
せ

ιる

、
こ
ご
な
き
代
h
に
、
其
の
企
業
の
生
産
物
を
無
償
で
政
府
に
総
納
L
た
。
在
的
資
買
は
、
向
ほ
残
存
す
る
範
囲

に
於
て
は
、
主

E
L
て
現
金
取
引
に
よ
っ

τ笹
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

肱

宛

鶴
岡
躍
に
於
け
る
金
融
制
度
目
掛
越

第
二
十
二
審

(
第
ニ
統
一
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三
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